
日常利用の見守り活動について
• 町民主体による見守り活動を通して管理運営体制の構築する。
• 日常的な利用を促進する（放課後・休日の小学生、地域住民の活動）。
• 日常的な利用状況を確認し、設計・管理運営計画へ反映する。

実施目的

 交替で見守りをする。
→見守りメンバー募集（募集方法：口コミ？）
→スケジュールの相談
→見守り時の遊び企画（得意を活かした遊びなど）は自由に実施可能（準備含め
個々で行う）。

 遊び道具を購入して、ほんごうBOXに常備し、見守り役がいる日（オープン
デー）は自由に道具を利用できるようにする。
※購入しない場合は、利用日にレンタル（生涯学習センター等）。

 見守り日以外の利用も呼びかける（地域住民等）。

内容（案）



見守り活動プレハブ予定時期
実施内容・運用方法決定、遊び道具手配
周知ちらし作成
見守り当番決め（夏休み期間）
カレンダー作成

プレハブ設置工事 ※デッキ補修工事は完了
6月中旬
6月下旬

周知開始（ちらし配布、カレンダー掲示、SNS）

説明会（水遊び準備時に実施）
見守り活動開始

備品搬入等準備
使用開始
水遊びの準備～当日～片付けで使用

7月上旬

7/12-21
7/22以降

利用終了、片付け
プレハブ撤去

1月中旬
1月下旬

スケジュール（最短の場合）

※あるいは、水遊びイベント終了以降に準備開始
（7月後半～準備開始・周知を開始、8月後半～（あるいは9月～）見守り活動開始



検討事項 １．見守りの内容
• 1回2－3時間程度の見守り（平日の放課後、休日）
• できる範囲で行い、最低週1回は実施する。
• その日の係が鍵を借り、戸締りし、鍵を返却する。
• 見守り時の遊び企画（得意を活かした遊びなど）も同時開催可能。

※企画内容については検討会または町に確認する。
※準備含め個々で行う。

• 基本的な利用ルールは昨年度の利用ルール参照

２．必要な備品等
• 遊び道具（購入？借りる？）
• 机、いす →本郷体育館より譲受（相談中）
• その他必要な備品
※プレハブのサイズ：2.3ｍ×7.2ｍ

３．当番の決め方
→月に1回程度集まって決める（打合せ（管理運営検討会）を兼ねる）
→あるいは、LINEその他でどなたかが集約



検討事項 ４．カレンダー作成、周知
月毎に見守り開催日時を記載したカレンダーを作成し、プリント
＜周知方法＞
①掲示：子ども関連施設、ほんごうBOX、みさとベース、本郷庁舎、・・・・・
②SNS：インスタグラム（HPF）

５．ちらし作成、配布（最初のみ）
＜配布先＞
①配布：小中学校、こども園、児童クラブ、子育て支援センター、Go郷寺子屋
②回覧・全戸配布
③SNS：インスタグラム（HPF）、町のLINE

６．見守り仲間を増やす
友人知人へ呼びかける
西陵高校生にも体験してもらう

７．一般利用者を増やす（見守りの日以外の利用）
生涯学習センター等で活動しているグループへの声掛け



カレンダーイメージ



役割分担

 遊び道具手配 →●●さん、またはコムテック
 プレハブ運営の基本的な備品 →コムテック

 当番の集約 →●●さん
 カレンダー作成、印刷 →●●さん（ベースはコムテック）
 カレンダー掲示 →●●さん
 ちらし作成 →コムテック
 ちらし配布、回覧・全戸配布、町のLINE →町
 SNS（ちらし、カレンダー等） →●●さん

 見守り当番 →HPFメンバーや町民有志
 見守り仲間や一般利用者を増やす →全員
 鍵の管理 →有志メンバーのうち１名


